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編 集 後 記

　小児集中治療領域の国際学会は 2 年に 1 度，世界
各地で開催されています．臓器移植周術期管理は，
レシピエントとドナー双方の医学的管理のみなら
ず，その社会的支援を含めて，小児集中治療学にお
ける極めて重要な話題の一つです．2016 年カナダ・
トロント開催時のオープニング式典にて，心臓移植
手術を複数回乗り越えて成人した青年のスピーチが
あったことを鮮明に記憶しています．自身がフェ
ローのときに診たお子さんが，約20年の歳月を経て
立派に成長された姿を拝見するのは隔世の感があり
ました．しかし同時に，帰国後も長らく変化に乏し
いわが国の現況に，忸怩たる思いも持ちました．
　わが国でも 2010 年には小児脳死下臓器提供が法
的に可能となり，先だって2008年にはイスタンブー
ル宣言が出されているのですが，世界中で小児心臓
移植が数多く行われている一方で，国内の10歳未満
小児の心臓移植件数は，未だに年間10件に及びませ
ん．ベルリンハート（EXCOR）が 2015 年に国内承
認されたことは喜ばしいことではありますが，ド
ナー不足がベルリンハート不足に置き換わっただけ
であり，本質的改善にはほど遠い状況にあります．
　今回の特集テーマは「わが国の小児心臓移植」で
す．小児心臓移植にかかるわが国の現状について，
そして海外の現状についてはトロントから御寄稿い

ただきました．また，移植に至るまでの補助循環の
適応，移植自体の適応，やむを得ず選択せざるをえ
ない場合の海外渡航移植の現状，最後に，脳死下臓
器提供側の家族支援につき，第一線で活躍している
医師ならびに移植コーディネーターの皆様から御寄
稿いただきました．わが国が先進諸国の一員として
どのような姿勢で本件に取り組むべきか，一方，こ
れまで蓄積されてきた精緻な国内議論をもとに御一
考いただくうえでも，重要かつ最新の知見に満ちて
いるものと思います．
　その他，子どもを取り巻く環境とアレルギー疾患
ならびに健康な育成についての社会小児科学領域の
2 稿，帯状疱疹や視力スクリーニングに関するト
ピックスの 2 稿もございますので，あわせて皆様の
知見のお役にたてる特集であればと願っております．
　コロナ禍は，昨今においても未だ活路が見えない
難局におかれております．今回の特集テーマ「わが
国の小児心臓移植」の道のりも困難なものではござ
いますが，出口のないトンネルはございません．い
ずれも，必ずや光が見えてくるものと信じておりま
す．読者の皆様におかれましては患者さまに加え
て，御自身の健康にもご留意のうえお過ごしくださ
い．

（清水　直樹）
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